
令和元年度歳入歳出決算認定令和元年度歳入歳出決算認定P2P2

議会だより議会だより

９９月定例会号月定例会号

2020
No.131

お
も
な
内
容

お
も
な
内
容

P7P7 知知りたいことりたいこと望望むこと～むこと～ 33 人が一般質問～人が一般質問～

P11P11 第５回臨時会・第６回臨時会第５回臨時会・第６回臨時会

くらてくらて

くらて病院 第 3 期中期目標が決定くらて病院 第 3 期中期目標が決定P2P2

議会だより議会だより

1212月定例会号月定例会号

2021
No.132

お
も
な
内
容

お
も
な
内
容

P5P5 知知りたいことりたいこと望望むこと～むこと～７７人が一般質問～人が一般質問～

P13P13 第８回臨時会第８回臨時会

くらてくらて

令和 2 年度一般会計補正予算令和 2 年度一般会計補正予算P3P3

八劔神社八劔神社

令和3年度一般会計当初予算P2

議会だより

3月定例会号

2021
No.133

お
も
な
内
容

くらて

P6 小学校の統合に向けたあり方検討委員会を設置

知りたいこと望むこと～４人が一般質問～P9

P8 第1回臨時会

令和3年７月30日発行　鞍手町議会だより　No.134

新庁舎等建設地にある建造物解体工事が始まるP2

議会だより

6月定例会号

2021
No.134

お
も
な
内
容

くらて

P5 知りたいこと望むこと～ 5 人が一般質問～

P11 第３回・第４回臨時会

コロナワクチン接種会場

令和2年度歳入歳出決算認定P2

議会だより

９月定例会号

2021
No.135

お
も
な
内
容 P7 知りたいこと望むこと～ 2 人が一般質問～

P5 議会議場に国旗及び町旗の設置を求める決議

くらて

ぶどう狩り体験 ふるさと寄附金が大幅増にふるさと寄附金が大幅増にP2P2

議会だより議会だより

1212月定例会号月定例会号

2022
No.136

お
も
な
内
容

お
も
な
内
容

P4P4 知知りたいことりたいこと望望むこと～むこと～ 33 人が一般質問人が一般質問

くらてくらて

議決結果及び議員別賛否一覧議決結果及び議員別賛否一覧P3P3

商工会青年部主催 「GOTO 鞍手」商工会青年部主催 「GOTO 鞍手」
で行われた打ち上げ花火で行われた打ち上げ花火

令和４年度一般会計当初予算P2

議会だより

3月定例会号

2022
No.137

お
も
な
内
容

くらて

P4 修正動議が提出される

知りたいこと望むこと～６人が一般質問～P7

P5 ロシアのウクライナ侵攻に抗議する決議
コロナ対策支援事業が追加P2

議会だより

6月定例会号

お
も
な
内
容

くらて

P4 知りたいこと望むこと～ 4 人が一般質問～

P9 第2回臨時会

No.138
2022

令和３年度歳入歳出決算認定令和３年度歳入歳出決算認定P2P2

議会だより議会だより

９９月定例会号月定例会号

2022
No.139

お
も
な
内
容

お
も
な
内
容 P7P7 知知りたいことりたいこと望望むこと～むこと～４４人が一般質問～人が一般質問～

P6P6 第４回臨時会第４回臨時会

くらてくらて 議会だより議会だより

1212月定例会号月定例会号

No.140
2023

くらてくらて

鞍手町手話言語条例が可決鞍手町手話言語条例が可決P2P2お
も
な
内
容

お
も
な
内
容 P6P6 知知りたいことりたいこと望望むこと～むこと～ 33 人が一般質問～人が一般質問～

第6回臨時会第6回臨時会P4P4

▲▲ HP議会だよりQRHP 議会だよりQR

議会だより議会だより

33月定例会号月定例会号

2023
No.141

くらてくらて

P5P5

P7P7

令和５年度一般会計当初予算令和５年度一般会計当初予算P2P2お
も
な
内
容

お
も
な
内
容

その他の議案・その他の議案・第１回臨時会第１回臨時会

知知りたいことりたいこと望望むこと～むこと～３３人が一般質問～人が一般質問～

議会だより「くらて」議会だより「くらて」
のWEB版はこちらからのWEB版はこちらから

議会だよりくらてG I K A I D A Y O R I　K U R A T E

新しい議会新しい議会構成構成が決まりましたが決まりました

20232023142MAYMAY

№№

　令和５年第３回臨時会 （初議会） が５月８日から１２日までの５日間の会期で開催。

　初議会では、 議長、 副議長の選挙をはじめ、 常任委員の選任、 一部事務組合議会議員の

選任など、 第１８期議会構成が決まりました。

臨時号

ContentsContents

「議会だよりくらて」のWEB版はこちらから

【後段左から】田中議員、星議員、栗田議員、有働議員、
　　　　　　 許斐 ( 潤 ) 議員、石井議員、広瀬事務局長

【前段左から】 野口議員、新谷議員、宇田川議員、的野議長、
　　　　　　 許斐 ( 英 ) 副議長、篠原議員、西藤議員

議会だよりくらてG I K A I D A Y O R I　K U R A T E 20232023143JULYJULY

№№

「議会だよりくらて」の
　　WEB版はこちらから

　　　 　【くらてなつかし写真館 vo1】
表紙：昭和 30年、軽三輪車に乗って遊ぶ子どもたち
　　　　　　　　　　　　　（撮影場所：中山西区）
５ページ：昭和 41年、夏の盆踊りの集合写真
　　　　　　（撮影場所：中山西区）

注目の議案質疑注目の議案質疑
物価高騰対策物価高騰対策
財産の取得財産の取得

審議結果審議結果
一般質問 一般質問 －－知りたいこと望むこと知りたいこと望むこと－－
有働徳仁議員有働徳仁議員
西藤典子議員西藤典子議員
宇田川亮議員宇田川亮議員

行政報告行政報告
【町長 岡崎邦博】【町長 岡崎邦博】

監査委員の選任監査委員の選任
固定資産税課税免除固定資産税課税免除

特別委員会の設置を求める動議特別委員会の設置を求める動議
【田中二三輝議員】【田中二三輝議員】

議案質疑
一般質問
許斐潤一郎
栗田美和
野口美恵子
田中二三輝
石井大輔
西藤典子
宇田川亮

Kurate
「決算審査特別委員会」

COVER
昭和 30 年代、三菱新入炭鉱第６鉱選炭場付近

（撮影場所：現 城ヶ崎団地） ３月

６月９月

12月

September

「鞍手町新庁舎等建設及び関連事項
に関する特別委員会」

Kurate議会だより
「くらて」

「議会だよりくらて」の

　　WEB版はこちらから

議案質疑
一般質問 
許斐英幸
西藤典子
栗田美和
宇田川亮
新谷留晴
許斐潤一郎
田中二三輝

COVER
昭和 29年 2月、雪だるまと子ども達
（撮影場所：古月小学校の校庭）

３月

６月９月

12月
December

145No.

「直鞍２市２町議会議員研修会」

「鞍手町新庁舎等建設及び関連事項
 に関する特別委員会」

Kurate議会だより
「くらて」

「議会だよりくらて」の
　　WEB版はこちらから

議案質疑
一般質問 
石井大輔議員
田中二三輝議員
西藤典子議員
宇田川 亮議員
野口美恵子議員
許斐潤一郎議員

COVER
昭和３０年代、遠足を楽しむ新延小の子どもたち
（撮影場所：鞍手町新延）

３月

６月９月

12月 March

146No.

予算特別委員会
鞍手町新庁舎等建設及び関連事項
に関する特別委員会

Kurate議会だより
「くらて」

「議会だよりくらて」の

　　WEB版はこちらから

COVER
1964 年（昭和 39年）　東京五輪聖火ランナー及び関係者の皆さん
（撮影場所：鞍手町今村付近） ３月

６月９月

12月

June

147No.議案質疑
― 提案された議案の疑問点を問う ―

農業委員会委員人事
― 任期満了に伴う新たな委員の任命 ―

行政報告
― ごみ処理施設の整備について ―

新庁舎等建設及び関連事項
に関する特別委員会

一般質問 [ 石井大輔・宇田川亮・野口美恵子・西藤典子 ]

― 第７回 ―

― 行政全般について現状や方針を問う ―

Kurate議会だより
「くらて」

「議会だよりくらて」の
　　WEB版はこちらから

COVER
2024 年（令和６年）12 月をもって役割を終える現鞍手町役場庁舎

（撮影場所：鞍手町役場前）

３月

６月９月

12月

September

148No.

決算審査特別委員会

特集「時を刻む旧庁舎の記憶」

議 案 質 疑
― 提案された議案の疑問点を問う ―

行 政 報 告
― 飯塚地区消防組合と直方・鞍手広域市町村圏事務組合との間に
　  おける消防指令に関する事務の委託について ―

一 般 質 問  ― 行政全般について現状や方針を問う ―

[ 西藤典子・栗田美和・田中二三輝・有働徳仁・宇田川亮・新谷留晴 ]

地 方 の 声 を 国 政 へ
― 訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を
　  早急に行うことを求める意見書 ―

K
ura

te
議

会
だ

よ
り

「
く
ら
て
」

「
議

会
だ

よ
り

く
ら

て
」

の
　
　

W
E
B
版

は
こ

ち
ら

か
ら

COVER
2
0
2
5
年
（
令
和
7
年
）　
1
月
6
日
に
開
庁
を
迎
え
た
鞍
手
町
役
場
新
庁
舎

（
撮
影
場
所
：
鞍
手
町
役
場
前
）

３
月

６
月

９
月

12
月

D
ecem

ber149
No.

議
案

質
疑

―
 提
案
さ
れ
た
議
案
の
疑
問
点
を
問
う

 ―

一
般

質
問

 
―

 行
政
全
般
に
つ
い
て
現
状
や
方
針
を
問
う

 ―

[田
中
二
三
輝
・
石
井
大
輔
・
野
口
美
恵
子
・
西
藤
典
子
・

許
斐
潤
一
郎
・
宇
田
川
亮
]

特
集

「
新

 議
事

堂
始

動
」

第
５

回
臨

時
会

―
 令
和
６
年
1
0
月
３
日

 ―

３月

６月９月

12月 March

150No.一 般 質 問 ― 知りたいこと　望むこと ―

[ 宇田川亮・田中二三輝・西藤典子・石井大輔 ]

第 １ 回 臨 時 会 　― 令和７年１月 21 日 ―

予 算 特 別 委 員 会 

ー おかげさまで 創刊ー おかげさまで 創刊 3535周年と周年と150150号 ー号 ー

Kurate議会だより
「くらて」

「議会だよりくらて」の

WEB 版はこちらから



依存財源

64億9,102万円

3366..55%%

6633..55%%

一般会計歳入予算額
１０２億２,２３６万円

自主財源

37億3,134万円

３３月定例会月定例会
令和７年度の当初予算等を審査する令和７年度の当初予算等を審査する

3・6・9・12 月に開催される定例会のうち、

3 月定例会の内容をお届けします。

3 月定例会は、主に新年度予算の事業計画

や方針などについて審査しました。

３３月定例会の流れ月定例会の流れ

本
会

議

01

本
会

議

02
委

員

会

03

委
員

会

04

委
員

会

05

本
会

議

06

本
会

議

07

議案の上程

町長による議案の提案説明　３/５  ㊌

議案質疑　３/１０   ㊊
提案された議案に対し、議員が質疑を行い
付託委員会を決定

民生産業委員会　３/１１  ㊋
付託された議案を審査

総務文教委員会　３/  １２   ㊌
付託された議案を審査

一般質問　３/１７  ㊊　   （  休  会　３/１８  ㊋   ）
議員が町政全般にわたって質問し、町の
見解を問う

委員会審査報告　３/１９  ㊌
各委員会での審査結果を委員長が報告

本
会

議

08 質疑・討論　３/１９  ㊌
委員長報告に対し、議員が質疑・討論（賛
成・反対）を行う

採決　３/１９  ㊌
議案の可否を決める

09

議会だよりくらて № 150 Ι２

予算特別委員会　３/１３  ㊍
議長を除く１２名の議員で令和７年度の
予算を審査

本
会

議

09

一般会計
予算を７

令和

年度
予算の計画的な使い道は

※予算額等の数字は四捨五入しています。必ずしも合計額と
　一致しているとは限りません。

2.0%

1.7%

9.3%

4.9%

18.5%

5.6%

7.5%

8.2%

12.3%

29.9%

その他

諸収入

繰入金

寄附金

町税

その他

町債

県支出金

国庫支出金

地方交付税

依存財源

自主財源

30億6,000万円

12億5,476万円

8億4,206万円

7億6,490万円

5億6,930万円

18億9,339万円

5億円

9億5,404万円

1億7,885万円

2億506万円



３Ι 議会だよりくらて № 150

　鞍手町が自主的に集める　鞍手町が自主的に集める
ことができるお金のことをことができるお金のことを
自主財源自主財源、国や県から交付、国や県から交付
されるお金や町の都合だけされるお金や町の都合だけ
では集められないお金をでは集められないお金を
依存財源依存財源というのじゃというのじゃ
　フォフォフォ　フォフォフォ

　令和７年度一般会計予算の総額は、歳入歳出そ

れぞれ 102 億 2,236 万円です。前年度と比較して

28 億 5,454 万円、率にして 21.8％の減額となり

ました。

　歳入の増減額で大きなものとして、町税で 18

億 9,339 万円（＋ 7,221 万円）、地方交付税で 30

億 6,000 万円（＋ 1 億 3,000 万円）、国庫支出金

で 12 億 5,476 万円（▲ 4 億 3,216 万円）、寄附金

で 5 億（▲ 3 億円）、町債で 7 億 6,490 万円（▲

19 億 720 万円）等がありました。

　歳出では、総務費でふるさと納税関連、電算シ

ステムの標準化に向けた準備等に係る経費、ＡＩ

活用型オンデマンド交通システム「のるーと鞍手」

本格運行に係る関連予算として 17 億 7,979 万円

（▲ 33 億 132 万円）、民生費では、障害福祉サー

ビス費、後期高齢者医療事業費、隣保館施設整備

事業費等の予算として 33 億 8,416 万円（＋ 1 億

6,333 万円）、教育費では、鞍手町立小学校統合

基本計画改定版に基づき、実施設計業務や仮設校

舎の建設工事等を含む関連予算として 14 億 4,568

万円（＋２億 4,184 万円）などがありました。

102 億 2,236 万円102 億 2,236 万円

          28 億 5,454 万円28 億 5,454 万円減減

 総務費 17億7,979万円  消防費 3億4,993万円

 民生費 33億8,416万円  教育費 14億4,568万円

 衛生費 10億5,302万円  災害復旧費 140万円

 農林水産業費 2億2,708万円  公債費 9億6,855万円

 商工費 2億3,796万円  議会費 9,335万円

 土木費 6億7,022万円  その他 1,122万円

一般会計歳出予算額
１０２億２,２３６万円

総務費

1177..44%%

民生費

3333..11%%

衛生費

1100..33%%

土木費

66..66%%

教育費

1144..11%%

公債費

99..55%%

議会費

00..99%%

消防費

33..44%%

商工費

22..33%%
農林水産業費

22..22%%

災害復旧費

00..0011%%

その他

00..11%%



一般会計の一般会計の
主な　 事業主な　 事業

ー 町民１人あたりの予算の使い道 ーー 町民１人あたりの予算の使い道 ー

総務費総務費 ― 役場の運営 ―― 役場の運営 ―

17 億 7,979 万円（１人あたり 12 万 1 千円）

・町制施行記念行事費【拡充】　436 万円

・小牧地区開発推進事業費【新規】500 万円

民生費民生費 ― 生活福祉の充実 ―― 生活福祉の充実 ―

33 億 8,416 万円（１人あたり 23 万）

・隣保館施設整備事業費【拡充】　2 億 2,425 万円

土木費土木費 ― 土木・建設 ―― 土木・建設 ―

6 億 7,022 万円（１人あたり４万５千円）

・本町・今村線道路改良事業費【新規】5,891 万円　

消防費消防費 ― 消防救急活動 ―― 消防救急活動 ―

3 億 4,993 万円（１人あたり２万４千円）

・消防施設管理事業費【拡充】　3,183 万円

教育費教育費 ― 教育と文化 ―― 教育と文化 ―

14 億 4,568 万円（１人あたり９万８千円）

・GIGA スクール推進事業費【新規】

  8,079 万円

・小学校統合事業費【拡充】　3 億 7,659 万円

新規新規

拡充拡充

別
特

計
会

業
企

計
会

議会だよりくらて № 150 Ι４

歳入額 歳出額

19億6,139万円 19億6,139万円

3億6,982万円 3億6,982万円

110万円 110万円

4,902万円 4,902万円

1,002万円 1,002万円

4億4,222万円 4億4,222万円

収益的収支 3億4,284万円 3億7,830万円

資本的収支 879万円 8,727万円

収益的収支 4億4,062万円 4億5,317万円

資本的収支 5億9,258万円 7億4,804万円

企
業
会
計

水道事業会計

下水道事業会計

会　　計　　名

特
別
会
計

国民健康保険事業

後期高齢者医療

住宅新築資金等

かんがい施設維持管理運営費

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費

地方独立行政法人くらて病院貸付等



ＹＴＩ予 算 特 別

７年度の予算を
厳しく
チェック

委 員 会
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

原案
可決ＱＡ

前
年
度
と
比
較
し
て
、
ふ
る
さ
と

前
年
度
と
比
較
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
額
を
減
額
し
て
い
る
が
、
理

納
税
額
を
減
額
し
て
い
る
が
、
理

由
は
。

由
は
。

現
在
の
寄
附
額
が
前
年
度
と
比

較
し
て
、
47
・
２
％
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

理
由
と
し
て
は
、

令
和
５
年
の
制
度

改
正
後
、
返
礼
品

の
設
定
額
が
変
更

に
な
っ
た
こ
と
が

主
な
要
因
で
す
。

Ａ
社
会
福
祉
協
議
会
の
人
事
権
及
び

社
会
福
祉
協
議
会
の
人
事
権
及
び

予
算
要
求
額
に
対
す
る
是
非
等
の

予
算
要
求
額
に
対
す
る
是
非
等
の

権
限
は
行
政
に
あ
る
の
か
。

権
限
は
行
政
に
あ
る
の
か
。

人
事
権
に
つ
い
て
は
、
行
政
に

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
立
場
と
し
て
、
交
付
先

の
団
体
に
対
し
て
は
一
定
の
権
限
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
補
助
金

要
求
に
基
づ
き
、
町
が
補
助
金
額
を
決

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
査
定
す
る
権
限

は
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
予
算
と
し
て

令
和
７
年
度
の
予
算
と
し
て

１
０
２
億
円
を
超
え
る
予
算
が
計

１
０
２
億
円
を
超
え
る
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
鞍
手
町
の
規
模
で
は

上
さ
れ
て
い
る
が
、
鞍
手
町
の
規
模
で
は

か
な
り
大
き
な
額
だ
と
思
う
が
理
由
は
。

か
な
り
大
き
な
額
だ
と
思
う
が
理
由
は
。

鞍
手
町
の
規
模
で
新
規
事
業
、

大
き
な
事
業
を
し
て
い
な
け
れ

ば
、
１
０
０
億
円
を
超
え
る
よ
う
な
予

算
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
庁
舎
建

設
は
終
わ
っ
た
と
は
い
え
、
令
和
７
年

度
以
降
も
小
学
校
の
統
合
等
大
き
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
主
な
理

由
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
各
課
局
に
お

い
て
、
さ
ら
な
る
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

ま
す
。 ＱＡ Ｑ

ＧＳＧ議 案 質 議

今回の議案を
厳しく
チェック

鞍
手
町
附
属
機
関
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ＱＡ
新
規
事
業
と
し
て
、
小
牧
地
区
開

新
規
事
業
と
し
て
、
小
牧
地
区
開

発
推
進
事
業
費
と
計
上
さ
れ
て
い

発
推
進
事
業
費
と
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
概
要
は
。

る
が
、
概
要
は
。

庁
舎
東
側
に
大
規
模
な
未
利
用

町
有
地
が
あ
り
、
町
の
将
来
を

見
す
え
た
当
該
土
地
の
利
活
用
を
主
と

し
て
検
討
し
、
町
と
し
て
の
考
え
方
を

整
理
す
る
た
め
、
基
本
構
想
の
策
定
に

係
る
委
託
料
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
１
名
増

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
１
名
増

員
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法

員
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
採
用
す
る
の
か
。

で
採
用
す
る
の
か
。

公
共
施
設
の
利
活
用
や
空
き
家

問
題
な
ど
の
地
域
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
隊
員
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
そ
の
他
の
情
報
発
信
の
部
分
で
周

知
し
公
募
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
居
場
所
づ
く
り
事
業
費
の

こ
ど
も
居
場
所
づ
く
り
事
業
費
の

内
容
は
。

内
容
は
。

こ
ど
も
食
堂
な
ど
、
子
ど
も
に

食
事
を
提
供
、
ま
た
は
学
習
機

会
や
遊
び
場
を
提
供
し
、
あ
わ
せ
て
地

ＱＡ
新
た
に
設
立
す
る
小
学
校
統
合
準

新
た
に
設
立
す
る
小
学
校
統
合
準

備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
及
び
具
体

備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
及
び
具
体

的
な
審
議
内
容
は
。

的
な
審
議
内
容
は
。

委
員
は
６
小
学
校
及
び
中
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
７
名
で
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
審
議
内
容
と
し
て

は
、
令
和
10
年
４
月
の
開
校
に
向
け
、

校
名
・
校
歌
・
校
章
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
・
通
学

路
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
ル
ー
ト
等
に

つ
い
て
協
議
を
行
う

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

ＱＡ

原案
可決

原案
可決

５Ι 議会だよりくらて № 150

ＱＡ



Ａ 域
の
人
々
と
交
流
す
る
場
を
提
供
す
る

活
動
や
、
文
具
な
ど
の
用
品
の
提
供
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
て
１

回
あ
た
り
、
参
加
予
定
人
数
な
ど
に
よ

り
一
定
額
の
補
助
を
行
う
事
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
を
１
名

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
を
１
名

減
し
、
補
助
金
も
減
少
す
る
と
い

減
し
、
補
助
金
も
減
少
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
弱
体
化
す
る
の
で
は
な
い
か

う
こ
と
で
、
弱
体
化
す
る
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
す
る
が
。

と
懸
念
す
る
が
。

事
務
局
長
及
び
次
長
人
事
に
つ

い
て
、
町
職
員
を
派
遣
し
て
、

５
名
体
制
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
町
の
職
員
の
派

遣
に
つ
い
て
は
拒
否
す
る
旨
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
３
名
分
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
博
物
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

歴
史
民
俗
博
物
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
に
む
け
て
の
ス
ケ
ジ

ル
オ
ー
プ
ン
に
む
け
て
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

ュ
ー
ル
は
。

当
初
は
令
和
７
年
４
月
の
予
定

で
し
た
が
、
令
和
７
年
度
の
予

算
で
、
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
取
替
工
事
等
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
工
事
後
、
５
月
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
で
の
オ
ー
プ
ン

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

令
和
７
年
１
月
に
１
名

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
が
任
命
さ
れ
、
活

動
を
開
始
さ
れ
て
い
る

が
、
ま
だ
実
績
報
告
や

活
動
内
容
が
不
透
明
で

あ
る
。
そ
う
い
う
状
況

の
中
、
さ
ら
に
１
名
の

有働徳仁有働徳仁議員議員

隊
員
の
追
加
と
な
っ
て
い
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
活
動
費
は
、
新
規
の
募
集
内
容
も
明

確
で
は
な
く
、
そ
の
説
明
も
納
得
い
く
も
の

で
は
な
い
。

反対反対
討論討論

直
方
・
鞍
手
工
業
団
地
造
成
事
業

直
方
・
鞍
手
工
業
団
地
造
成
事
業

の
現
状
は
。

の
現
状
は
。

令
和
６
年
度
で
全
体
の
伐
木
工

事
が
終
了
し
、
令
和
７
年
度
以

降
に
造
成
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
工
事

は
令
和
８
年
３
月
末
「
完
成
（
又
は
竣

工
）」
を
目
標
に
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

物
価
高
騰
が
止
ま
ら
な

い
中
、
高
す
ぎ
る
国
保

税
を
引
き
下
げ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
は
切
実

で
す
。
国
は
国
庫
負
担

割
合
の
引
き
上
げ
や
低

所
得
者
層
に
対
す
る
保

険
料
負
担
軽
減
策
の
拡

宇田川　亮宇田川　亮議員議員

充
を
行
う
べ
き
で
す
。
収
入
の
な
い
、
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
子
ど
も
に
ま
で
国
保
税

を
か
け
て
い
る
状
況
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

少
子
化
を
助
長
す
る
政
策
と
も
言
え
ま
す
。

子
ど
も
の
均
等
割
り
を
な
く
し
、
国
に
対
し

抜
本
的
な
追
加
の
公
費
投
入
を
求
め
て
い

く
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
。

反対反対
討論討論

一
般
質
問
時
に
町
長

は
、
鞍
手
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
対
し
、
言
い

過
ぎ
た
発
言
を
反
省
し

て
い
る
と
受
け
止
め
ら

れ
る
発
言
を
し
て
い
た

が
、
い
ま
だ
誠
意
あ
る

謝
罪
は
行
っ
て
な
い
。

田中二三輝田中二三輝議員議員

補
助
金
を
査
定
し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
条
例
及
び
規
則
等
に
明
記
さ
れ

て
は
い
な
い
。
一
方
的
な
人
事
案
を
押
し
付

け
る
た
め
に
、
鞍
手
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

希
望
す
る
採
用
試
験
に
関
す
る
予
算
を
削

る
な
ど
、
卑
劣
な
職
権
乱
用
が
疑
わ
れ
る
予

算
に
賛
成
は
で
き
な
い
。

反対反対
討論討論

当
初
、
提
案
さ
れ
た
予

算
案
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
活
動
費
に
対

し
明
確
な
答
弁
が
な
さ

れ
ず
疑
問
を
抱
い
た
た

め
反
対
の
立
場
を
取
っ

て
い
ま
し
た
が
、
再
検

討
を
し
、
多
く
の
意
見

石井大輔石井大輔議員議員

を
う
か
が
う
中
で
考
え
を
改
め
、
賛
成
の
立

場
を
取
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
理
由
と
し
て

は
、
先
日
の
一
般
質
問
時
の
町
長
か
ら
の
前

向
き
な
答
弁
か
ら
、
情
報
発
信
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本

予
算
案
が
示
す
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、

町
の
企
業
誘
致
を
推
進
し
、
子
育
て
支
援
を

拡
充
す
る
中
で
、
町
内
外
へ
の
情
報
発
信
が

大
き
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性
が
あ
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域

の
発
展
や
住
民
福
祉
の
向
上
、
そ
し
て
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
予
算
案
が
、

鞍
手
町
の
未
来
を
切
り
開
く
重
要
な
一
歩

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

賛成賛成
討論討論

石
破
内
閣
の
２
０
２
５

年
度
予
算
案
は
、
暮
ら

し
と
平
和
を
壊
す
大

軍
拡
予
算
で
す
。
そ
の

ペ
ー
ス
は
安
倍
政
権
時

代
の
16
倍
と
異
常
な
ま

で
の
急
増
と
な
り
、
大

企
業
優
遇
税
制
は
温
存

宇田川　亮宇田川　亮議員議員

さ
れ
た
ま
ま
で
す
。
１
兆
円
の
物
価
高
騰

対
策
な
ど
の
予
備
費
も
な
く
な
り
、
大
企

業
の
春
闘
は
満
額
回
答
が
出
て
い
ま
す
が
、

中
小
企
業
の
賃
上
げ
に
は
無
策
で
す
。
年
金

も
実
質
０
・
８
％
の
マ
イ
ナ
ス
で
、
13
年
間

で
８
％
も
目
減
り
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
大

軍
拡
を
大
企
業
に
は
放
漫
財
政
、
暮
ら
し
に

は
緊
縮
財
政
の
予
算
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
新
年
度
予
算
案
は
、
基
本
的
に
政
府
の

予
算
案
に
追
随
す
る
も
の
で
す
。
そ
う
し
た

中
、
中
学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
や
学
校
給

食
費
の
減
免
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

４
月
か
ら
４
回
と
小
出
し
に
せ
ず
、
義
務
教

育
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
て
を
無
料
に
す
る

べ
き
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
町
長
の

不
当
介
入
と
思
わ
れ
る
行
動
も
問
題
で
す
。

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下
げ
や
、
町
独
自

の
介
護
保
険
料
利
用
料
の
減
免
制
度
、
学
校

や
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置

く
な
ど
、
町
民
生
活
と
子
育
て
、
中
小
企
業

を
応
援
す
る
予
算
に
組
み
替
え
て
い
く
こ

と
を
求
め
ま
す
。

反対反対
討論討論

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

令
和
７
年
度
鞍
手
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

原案
可決

議会だよりくらて № 150 Ι６



　　　　　可決 ( 採択 ) された議案　　　　　可決 ( 採択 ) された議案議 案 の 審 議 結 果議 案 の 審 議 結 果 議長（的野信之）を除く 12 名で表決を行う議長（的野信之）を除く 12 名で表決を行う

７Ι 議会だよりくらて № 150

　【表示記号】
　議決結果：◎ … 可決　　● … 否決、不採択　　欠 … 欠席
　賛否状況：〇 … 賛成　　● … 反対　　除 … 除斥

掲
載
ペ
ー
ジ

議
決
結
果

賛

成

反

対

議員名

的
野
　
信
之

許
斐
　
英
幸

田
中
二
三
輝

星 

　
正 
彦

宇
田
川
　
亮

野
口
美
恵
子

新
谷
　
留
晴

石
井
　
大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働
　
徳
仁

栗
田
　
美
和

西
藤
　
典
子

篠
原
　
哲
哉議案番号 議案名

議案第５号  鞍手町固定資産評価審査委員の選任 － ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６号  第６次鞍手町総合計画基本構想の策定 － ◎ 10 0 〇 除 〇 〇 〇 〇 除 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７号
一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律
等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

－ ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８号
 鞍手町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する 
 条例

－ ◎ 11 1 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第９号
 鞍手町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正
 する条例

－ ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 10 号  鞍手町職員退職手当支給条例の一部を改正する条例 － ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 11 号
 鞍手町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する
 条例の一部を改正する条例

－ ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 12 号  鞍手町附属機関設置条例の一部を改正する条例 ５ ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 13 号
 鞍手町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
 に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

－ ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 14 号
 鞍手町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
 める条例の一部を改正する条例

－ ◎ 11 1 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 15 号  令和６年度鞍手町一般会計補正予算（第６号） － ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 16 号
 令和６年度鞍手町国民健康保険事業特別会計補正予算
 （第５号）

－ ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 17 号
 令和６年度鞍手町後期高齢者医療特別会計補正予算
 （第３号）

－ ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 18 号  令和７年度鞍手町一般会計予算 ５ ◎ ７ 6 〇 〇 ● ● ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● ●

議案第 19 号  令和７年度鞍手町国民健康保険事業特別会計予算 ６ ◎ 9 3 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第 20 号  令和７年度鞍手町後期高齢者医療特別会計予算 － ◎ 9 3 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第 21 号  令和７年度鞍手町住宅新築資金等特別会計予算 － ◎ 10 2 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第 22 号
 令和７年度鞍手町かんがい施設維持管理運営費特別会計
 予算

－ ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 23 号
 令和７年度鞍手町谷山池パイプライン水利施設維持管理
 運営費特別会計予算

－ ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 24 号
 令和７年度地方独立行政法人くらて病院貸付金等特別会計
 予算

－ ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 25 号  令和７年度鞍手町水道事業会計予算 － ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 26 号  令和７年度鞍手町下水道事業会計予算 － ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 27 号  鞍手町道路線の認定 － ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 28 号  鞍手町道路線の廃止 － ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 29 号  地方独立行政法人くらて病院第４期中期計画 － ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 30 号  鞍手町コミュニティバス等運行条例の一部を改正する条例 － ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇



掲載頁掲載頁 議員名議員名 質問項目質問項目

９P 宇田川　亮
（うたがわ　あきら）

 ① 補聴器助成制度について ① 補聴器助成制度について
 ② 小学校統合に伴う諸課題について ② 小学校統合に伴う諸課題について
 ③ 町の情報発信と町民への周知について ③ 町の情報発信と町民への周知について
 ④ 部活動について ④ 部活動について

10P 田中　二三輝
（たなか　ふみき）

 ① 社会福祉の現状と充実について ① 社会福祉の現状と充実について

11P 西藤　典子
（さいとう　のりこ）

 ① こども誰でも通園制度について ① こども誰でも通園制度について
 ② 会計年度任用職員の病休の有給化について ② 会計年度任用職員の病休の有給化について

12P 石井　大輔
（いしい　だいすけ）

 ① 学校給食について ① 学校給食について
 ② 企業誘致について ② 企業誘致について

★令和３年３月よりタブレット端末を使用した議会を行っています。

★令和７年３月より議会のライブ配信を庁舎内で行っています。

一般質問
が う とこれから議員 問 今

知知りたいことりたいこと

望望むことむこと

令和７年３月議会では、４名の議員が一般質問を行いました。

一般質問は、町長から提出された議案以外に、行政全般について現状や方針を問うものです。内容、答弁は質問

者自身が要約し、議会広報編集調査特別委員会が校正したものです。質問の全文は、鞍手町ホームページや議会

事務局で会議録として閲覧できます。尚、会議録の調整により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承ください。

Ｓustainable（持続可能な）

Ｄevelopment（開発）

Ｇoals（目標）

ご存
じ

です
か？SDGsSDGs
エス・ディー・ジーズ

議会だよりくらて № 150 Ι８



９Ι 議会だよりくらて № 150

一一 問問質質般般

補聴器助成制度の創設を

宇
田
川
　
亮
（
う
た
が
わ 

あ
き
ら
）

「広域連合とも確認をして取り組んでいきます。」「広域連合とも確認をして取り組んでいきます。」
町長

議
員　
加
齢
性
難
聴
は
40
歳
代

か
ら
始
ま
り
、
75
歳
以
上
で
は
約

半
数
が
難
聴
に
悩
み
、
認
知
症
の

発
症
リ
ス
ク
を
大
き
く
す
る
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
難
聴
の
改
善
に

は
補
聴
器
が
生
活
の
質
を
維
持
し

社
会
交
流
を
図
る
う
え
で
必
需
品

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

補
聴
器
は
平
均
価
格
が
15
万
円
以

上
と
高
額
で
あ
る
た
め
、
全
国
的

に
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
助
成
を

行
う
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。

介
護
予
防
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

補
聴
器
助
成
制
度
を
早
急
に
創
設

す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

町
長　
介
護
予
防
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
は
先
ほ

ど
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
介
護

保
険
広
域
連
合
と
も
確
認
を
し
て
、

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
員　
小
学
校
統
合
に
伴
い
、
廃

校
に
な
る
小
学
校
地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
育
成
部
会
も
な
く
な
る
が
、
地

域
の
安
全
や
防
犯
、
環
境
問
題
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
小
学
校
統
合
準
備
委
員

会
で
協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
学
校
の
専
門
部
で
検
討
し

令
和
７
年
度
か
ら
計
画
的
に
考
え

て
い
き
ま
す
。
校
区
育
成
部
に
つ

き
ま
し
て
は
、
青
少
年
育
成
町
民

会
議
の
中
で
協
議
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

町
長　
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
あ
る
地
域
運
営
組
織
の
形
成
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
つ
つ
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
に

む
け
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　
４
月
か
ら
ゴ
ミ
の
収
集
日

の
曜
日
等
が
変
わ
る
が
、
自
治
会

に
入
っ
て
い
る
人
し
か
配
ら
れ
て

な
い
。
町
民
生
活
に
関
わ
る
重
要

な
施
策
は
全
戸
配
布
を
基
本
に
す

る
べ
き
で
は
。

町
長　
重
要
な
施
策
に
つ
い
て
は
、

何
度
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
文
書
、
広
報

誌
で
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
他

に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ
レ
ビ
の

ｄ
ボ
タ
ン
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
全
戸
配
布
を
し
た

経
験
も
あ
る
の
で
、
や
り
方
は
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　
中
学
校
の
部
活
動
助
成
金

の
現
況
は
。

教
育
長　
令
和
６
年
度
で
は
、

２
５
６
名
、
１
２
８
万
円
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

議
員　
部
活
動
外
部
指
導
員
の
状

況
は
。

教
育
長　
令
和
６
年
度
は
、
１
時

間
１
６
０
０
円
で
、
１
人
当
た

り
年
間
１
０
５
時
間
を
上
限
と
し

て
い
ま
す
。
合
計
で
13
人
、
約

１
８
７
万
円
の
報
酬
。
燃
料
費
約

９
万
円
を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

上
限
時
間
を
超
え
る
指
導
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

議
員　
今
後
、
部
活
動
を
な
く

し
て
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
入
る
生
徒
も
増
え
て
く
る
と
思

う
が
、
部
活
動
の
一
環
と
し
て
地

域
ク
ラ
ブ
を
認
め
て
、
支
援
も
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
。

教
育
長　
部
活
動
の
地
域
移
行
で

鞍
手
町
の
児
童
生
徒
が
複
数
所
属

す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
体
育
施

設
の
使
用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、

減
免
措
置
が
と
れ
る
と
思
い
ま
す
。

議
員　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

が
町
外
で
あ
っ
て
も
、
部
活
動
に

関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
な

ら
、
大
会
や
活
動
に
対
し
て
も
支

援
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

教
育
長　
町
外
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
あ
っ
て
も
、
鞍
手
町
民

で
、
町
民
の
児
童
生
徒
で
あ
れ
ば

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

小
学
校
統
合
に
伴
う
影

響
に
つ
い
て

町
の
情
報
発
信
に
つ
い

て中
学
校
部
活
動
の
支
援

に
つ
い
て

宇田川 亮議員宇田川 亮議員
AKIRA　UTAGAWA  ＃4

宇田川 亮議員宇田川 亮議員



一一 問問質質般般

鞍手町社会福祉協議会に対する権利権限は

議
員　
社
会
福
祉
法
人
鞍
手
町

社
会
福
祉
協
議
会
さ
ん
。
以
降
は

社
協
さ
ん
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
民
間
の
社
会
福
祉
活
動

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

営
利
を
目
的
と
し
な
い
民
間
組
織

と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
民
間
法
人
は
、
昭
和
26
年
に

制
定
さ
れ
た
社
会
福
祉
事
業
法
、

現
在
の
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
て
い
る
法
人
で
あ
り
ま

す
。
設
置
義
務
者
は
、
社
会
福
祉

法
上
、
地
方
自
治
体
に
設
置
が
義

務
づ
け
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
所

管
庁
は
、
本
町
、
鞍
手
町
の
場
合

は
福
岡
県
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

鞍
手
町
が
設
置
者
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
社
協
さ
ん
に
補
助
金
を
出
し

て
い
ま
す
よ
ね
。
社
協
さ
ん
に
対

し
、
町
が
有
す
る
権
利
・
権
限
に

つ
い
て
は
、
議
案
質
疑
の
と
き
に

質
問
さ
れ
た
議
員
が
お
ら
れ
ま
す

が
、
再
度
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

町
長　
鞍
手
町
は
鞍
手
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
目
的
が

有
効
に
達
せ
ら
れ
る
こ
と
を
確
保

す
る
た
め
、
鞍
手
町
社
協
に
対
し

て
一
定
の
権
限
を
有
す
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員　
一
定
の
権
限
と
は
。

町
長　
補
助
金
に
対
し
て
の
一
定

の
権
限
を
有
す
る
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
議
案
質
疑
の
折
に
は
担
当

課
長
は
、
補
助
金
以
外
の
権
利
・

権
限
は
な
い
と
答
え
た
。
町
長
も

同
じ
考
え
か
。

町
長　
そ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

議
員　
社
協
さ
ん
に
対
し
て
派
遣

職
員
を
送
る
と
い
う
こ
と
で
、
社

協
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
そ
の
件
に

つ
い
て
は
断
ら
れ
た
が
、
派
遣
職

員
を
社
協
さ
ん
に
出
す
と
町
長
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
権
利
・
権
限
と
も

し
く
は
法
的
根
拠
は
。

町
長　
局
長
が
令
和
７
年
３
月

で
退
職
と
な
る
の
で
、
今
ま
で
局

長
の
人
事
の
件
に
つ
い
て
は
、
相

談
に
来
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

私
が
２
名
を
派
遣
す
る
と
い
う
意

思
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
先
回
り
を
し
て
、
１

年
以
上
も
前
に
局
長
人
事
に
つ
い

て
理
事
会
に
諮
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

当
時
、
行
き
過
ぎ
た
発
言
が
あ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
反
省
す
べ
き
は
反
省

を
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　
事
務
局
長
の
人
事
等
に

つ
い
て
は
、
自
分
に
相
談
が
な
か

っ
た
。
私
は
承
認
し
て
い
な
い
と
の

発
言
で
す
が
、
社
協
さ
ん
に
は
相

談
義
務
と
か
、
あ
な
た
の
承
認
と

か
は
一
切
必
要
な
い
と
思
う
が
、

田
中
二
三
輝
（
た
な
か 

ふ
み
き
）

あ
な
た
は
そ
こ
を
勘
違
い
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
ご
自
分
の
意

見
を
通
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い

の
か
。
社
協
さ
ん
は
、
社
協
内
部

の
人
事
に
関
し
て
、
あ
な
た
の
許

可
が
本
当
に
必
要
な
の
か
。
も
し

必
要
と
し
た
ら
、
ど
こ
に
そ
れ
が

書
か
れ
て
い
る
の
か
。
あ
な
た
の

権
利
・
権
限
を
し
っ
か
り
と
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
全
く
な
い
は

ず
だ
が
。

町
長　
今
ま
で
の
慣
例
か
ら
し
て

も
、
局
長
人
事
に
つ
い
て
は
そ
う

あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
議
員
が
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
実
際
は
私
に
は
そ
う
い

う
権
限
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
行

き
過
ぎ
た
発
言
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
反
省
も
し
て
お
り

ま
す
。
申
し
訳
な
か
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「補助金に対し一定の権限を有します。」「補助金に対し一定の権限を有します。」
町長

議会だよりくらて № 150 Ι10
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11Ι 議会だよりくらて № 150

一一 問問質質般般

会計年度任用職員の病休の有給化の実施
は

西
藤
典
子
（
さ
い
と
う 

の
り
こ
）

「人事院規則に基づき、令和７年４月１日「人事院規則に基づき、令和７年４月１日
から施行する予定としています。」から施行する予定としています。」

総務課長

議
員　
昨
年
度
の
町
条
例
の
改

正
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計
年

度
任
用
職
員
に
も
勤
勉
手
当
が
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
賃

金
格
差
は
大
き
い
。
今
回
の
条
例

改
正
で
は
、
地
域
手
当
の
支
給
が

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
に
つ
い
て
は

見
送
ら
れ
た
と
聞
く
。
格
差
是
正

の
た
め
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

病
気
休
暇
の
有
給
化
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

総
務
課
長　
令
和
６
年
の
12
月

２
日
に
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正

が
発
出
さ
れ
、
地
方
公
務
員
法
の

趣
旨
に
沿
い
、
非
常
勤
職
員
の
休

暇
の
見
直
し
等
に
つ
き
ま
し
て
、

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ

れ
る
た
め
、
本
町
も
人
事
院
規
則

に
基
づ
き
、
鞍
手
町
会
計
年
度
任

用
職
員
の
勤
務
時
間
・
休
暇
等
に

関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
を
行
い
、

今
ま
で
無
給
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
負
傷
疾
病
に
よ
る
療
養
休
暇
を

有
給
に
改
め
、
４
月
１
日
か
ら
施

行
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　
そ
れ
は
フ
ル
タ
イ
ム
の

方
に
対
し
て
か
。

総
務
課
長　
こ
れ
は
本
町
に
勤

務
し
て
い
た
だ
い
て
い
て
お
り
ま

す
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
の
方
に
も
適
用
し
ま
す
。

議
員　
ど
う
い
う
条
件
の
事
業

な
の
か
。

健
康
こ
ど
も
課
長　
現
行
の
幼

児
教
育
保
育
給
付
と
は
別
に
、
月

一
定
時
間
ま
で
の
利
用
可
能
枠
内

で
就
労
要
件
を
問
わ
ず
、
時
間
単

位
で
柔
軟
に
利
用
で
き
る
通
園
制

度
で
す
。
令
和
８
年
度
か
ら
こ
ど

も
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く
乳
児

の
た
め
の
支
援
給
付
と
し
て
全
自

治
体
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

議
員　
町
の
役
割
は
。

健
康
こ
ど
も
課
長　
町
の
役
割

と
し
て
は
、
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て

条
例
で
基
準
を
定
め
、
そ
の
基
準

に
基
づ
く
事
業
者
の
認
可
や
、
利

用
希
望
者
の
給
付
の
認
定
及
び
利

用
希
望
者
へ
の
給
付
費
の
支
払
い
、

ま
た
事
業
者
と
の
調
整
等
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
こ
の
事
業
の
導
入
・
実

施
に
よ
る
問
題
点
は
。

健
康
こ
ど
も
課
長　
考
え
ら
れ

る
問
題
点
と
し
て
は
、
全
国
的
に

保
育
士
の
人
手
不
足
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
中
、
実
施
す
る
事
業
所

は
保
育
士
不
足
に
よ
り
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
の
利
用
者
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
受
け
皿
を
確
保
で
き
る

か
が
問
題
点
と
し
て
考
え
ら
れ
、

乳
幼
児
を
受
け
入
れ
る
事
業
者
側

は
、
頻
繁
に
利
用
者
が
入
れ
替
わ

り
、
発
達
状
況
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
の
特
性
の
把
握
や
、
環
境
に
慣

れ
て
い
な
い
乳
幼
児
の
対
応
な

ど
、
通
常
の
保
育
よ
り
、
よ
り
細

や
か
な
対
応
や
配
慮
が
必
要
と
な

り
、
保
育
士
の
負
担
が
増
え
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

議
員　
公
的
責
任
に
よ
り
安
全

性
が
確
保
さ
れ
た
保
育
の
拡
充
が

必
要
だ
。
町
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
「
ぴ
よ
ぴ
よ
広
場
」
の
現
状
は
。

健
康
こ
ど
も
課
長　
現
在
子
育

て
中
の
親
子
が
気
軽
に
集
い
、
相

互
交
流
や
子
育
て
の
不
安
や
悩
み

を
相
談
で
き
る
場
の
提
供
を
目
的

に
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

と
し
て
、
新
庁
舎
内
母
子
指
導
室

を
利
用
し
て
、
週
３
回
「
ぴ
よ
ぴ

よ
広
場
」
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日
の
午

前
中
は
保
育
士
が
常
駐
し
、
子
育

て
相
談
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

乳
幼
児
の
い
る
子
育
て
中
の
親
子

の
親
子
同
士
の
交
流
も
行
わ
れ
て

お
り
、
広
場
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
子
育
て
の
孤
立
化
を

予
防
し
、
ま
た
不
安
感
や
負

担
感
が
軽
減
さ
れ
、
子
育
て

を
楽
し
ん
で
行
え
る
よ
う
今

後
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
に
つ
い
て

西藤典子議員西藤典子議員
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一一 問問質質般般

議
員　
学
校
給
食
に
つ
い
て
昨

年
12
月
に
鞍
手
町
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
よ
り
、
給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て
の
要
望
が
な
さ

れ
そ
の
後
す
ぐ
に
1
月
、
2
月
、

3
月
が
無
償
と
な
り
、
保
護
者
は

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

物
価
の
高
騰
で
野
菜
や
お
米
な
ど

買
っ
て
あ
げ
た
い
け
ど
買
え
な
い

状
況
。
も
う
少
し
拡
充
が
期
待
で

き
な
い
か
。

町
長　
令
和
７
年
度
の
給
食
費

に
つ
い
て
は
、
給
食
費
４
回
分
を

無
償
化
し
、
１
年
間
分
の
物
価
上

昇
分
を
補
助
す
る
新
年
度
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
現
在
小
中
学

校
の
給
食
費
無
償
化
に
完
全
に
取

り
組
む
の
は
難
し
い
状
況
で
す
。

財
源
が
確
保
で
き
れ
ば
、
す
ぐ
に

で
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

町
長　
本
町
で
は
こ
れ
ま
で
約

50
年
間
で
60
社
以
上
の
優
良
企
業

を
誘
致
し
て
い
ま
す
。
現
在
鞍
手

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
、
民

間
に
よ
る
開
発
や
県
事
業
の
直

方
・
鞍
手
工
業
用
地
造
成
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
企
業

進
出
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
の
免

除
措
置
や
国
及
び
県
の
税
制
上
の

優
遇
措
置
な
ど
の
情
報
提
供
も
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
県
等
の
進

出
企
業
に
関
わ
る
情
報
共
有
や
、

遊
休
公
共
用
地
な
ど
の
利
活
用
、

鞍
手
町
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
北

九
鞍
手
夢
大
橋
な
ど
の
交
通
の
利

便
性
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
の
推

進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
企
業
誘
致
を
進
め
て
い

く
中
で
企
業
は
人
材
の
確
保
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。
近
隣
の
自
治

体
の
場
合
、
従
業
員
が
転
入
し
た

際
に
１
人
あ
た
り
20
万
円
を
支
給

す
る
な
ど
の
奨
励
金
が
あ
る
。
転

入
し
な
く
て
も
鞍
手
イ
ン
タ
ー
を

使
っ
て
通
勤
し
て
く
る
た
め
の
支

援
金
な
ど
が
あ
る
と
、
よ
り
効
果

的
で
は
な
い
か
。
町
の
優
遇
措
置

石
井
大
輔
（
い
し
い 

だ
い
す
け
）

の
拡
充
は
。

町
長　
鞍
手
町
と
し
て
各
企
業

の
人
員
確
保
に
対
す
る
助
成
に
つ

い
て
は
、
財
政
状
況
も
厳
し
い
中

で
の
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

企
業
誘
致
も
含
め
て
、
企
業
が
人

員
確
保
を
ど
う
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
す
る
課
題
の
一

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
大
型

車
が
停
ま
る
ホ
テ
ル
が
大
変
人
気

で
あ
る
。
本
町
も
ホ
テ
ル
の
建
設

な
ど
に
特
化
し
た
補
助
が
で
き
れ

ば
、
企
業
誘
致
の
追
い
風
に
な
る

と
考
え
る
。
検
討
し
て
み
て
は
。

町
長　
鞍
手
町
で
ホ
テ
ル
を
つ

く
る
こ
と
に
対
し
て
、
費
用
対
効

果
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
当
然
な

が
ら
民
間
企
業
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
収
益
性
を
考
え
た
上
で
進
出

で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
ホ
テ
ル
が
で
き
、
企
業

が
進
出
し
て
く
る
こ
と
で
雇
用
の

創
出
が
生
ま
れ
、
結
果
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
本
町
が
企
業
誘

致
に
今
以
上
に
真
剣
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
人
口
増
加
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

町
長　
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
大
き
く
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　
鞍
手
町
に
住
む
皆
さ
ん

が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
町
を

つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
今
後
も

お
願
い
し
た
い
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て

企業誘致に今以上に取り組むことで、人口増加
につながるのではないか

「今後も大きく、取り組んでいきたいと考え「今後も大きく、取り組んでいきたいと考え
ています。」ています。」

　町長

議会だよりくらて № 150 Ι12
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令和７年1月21日　第１回鞍手町議会臨時会

ＧＳＧ議 案 質 議

今回の議案を
厳しく
チェック

令
和
６
年
度　

鞍
手
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

原案
可決ＱＡ

　　

【
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る

【
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る

 
 
 
 

物
価
高
騰
支
援
給
付
金
給
付
費
】

物
価
高
騰
支
援
給
付
金
給
付
費
】

低
所
得
者
に
対
す
る
国
か
ら
の

低
所
得
者
に
対
す
る
国
か
ら
の

給
付
金
の
支
給
開
始
時
期
と
支

給
付
金
の
支
給
開
始
時
期
と
支

給
期
間
は
。

給
期
間
は
。

最
初
に
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
、

２
月
下
旬
を
目
標
に
支
給
申
請
開

始
を
。
振
り
込
み
に
つ
い
て
は
３
月
下
旬

ま
で
に
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

ＱＡ
以
前
に
も
同
じ
よ
う
な
支
給
が

以
前
に
も
同
じ
よ
う
な
支
給
が

行
わ
れ
、
対
象
者
も
そ
う
変
り

行
わ
れ
、
対
象
者
も
そ
う
変
り

な
い
と
思
う
が
、
支
給
方
法
は
前
回
同

な
い
と
思
う
が
、
支
給
方
法
は
前
回
同

様
に
時
間
短
縮
と
な
る
プ
ッ
シ
ュ
式
で

様
に
時
間
短
縮
と
な
る
プ
ッ
シ
ュ
式
で

行
う
の
か
。

行
う
の
か
。

対
象
者
に
つ
い
て
は
、
口
座
情
報

を
記
載
し
た
通
知
書
を
送
付
し
、

確
認
期
間
を
設
け
、
３
月
下
旬
ま
で
に
振

り
込
む
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
通
知
内
容

に
変
更
が
な
け
れ
ば
、
申
請
し
て
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
新
た

に
対
象
と
な
る
方
や
口
座
情
報
を
把
握
し

て
い
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
確
認
書
を

送
付
し
ま
す
。
口
座
情
報
等
を
記
載
し
、

返
信
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
確
認
後
順
次

振
り
込
み
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
対
し
て
の
通
知
書
は
い

対
象
者
に
対
し
て
の
通
知
書
は
い

つ
届
く
の
か
。

つ
届
く
の
か
。

遅
く
と
も
、
２
月
末
ま
で
に
は
お

手
元
に
届
く
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　　　　可決 ( 採択 ) された議案　　　　　可決 ( 採択 ) された議案議 案 の 審 議 結 果議 案 の 審 議 結 果

　【表示記号】
　議決結果：◎ … 可決　　● … 否決、不採択　　欠 … 欠席
　賛否状況：〇 … 賛成　　● … 反対　　除 … 除斥

掲
載
ペ
ー
ジ

議
決
結
果

賛

成

反

対

議員名

許
斐
　
英
幸

田
中
二
三
輝

星 

　
正 

彦

宇
田
川
　
亮

野
口
美
恵
子

新
谷
　
留
晴

石
井
　
大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働
　
徳
仁

栗
田
　
美
和

西
藤
　
典
子

篠
原
　
哲
哉議案番号 議案名

議案第１号
 鞍手町一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正
 する条例

－　◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２号  令和６年度 鞍手町一般会計補正予算（第５号） 13 ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３号
 令和６年度 鞍手町国民健康保険事業特別会計補正予算
 （第４号）

－ ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４号  令和６年度 鞍手町下水道事業会計補正予算（第１号） － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議長（的野信之）を除く 12 名で表決を行う議長（的野信之）を除く 12 名で表決を行う

ＱＡ

13Ι 議会だよりくらて № 150150
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　鞍手町議会は、令和７年１月の臨時会より新庁舎議事堂へと移り

ました。議場は対面式で臨場感あふれ、傍聴席より全体が見渡せ、

車椅子利用者など障がいのある方の利用にも配慮されたつくりに

なっています。皆様一度傍聴に来られてはいかがでしょうか。さて

３月議会では４人の一般質問があり、町長と議論を交わしました。

私たち「議会だより」編集委員も心機一転、より良い紙面づくりを

心がけていきます。� 【 野口美恵子 】

発行責任者：的野信之

編集スタッフ

委員長：西藤典子　　　副委員長：野口美恵子

委員：許斐英幸、新谷留晴、許斐潤一郎、石井大輔

１ ２ ３ ４
開会日

５ ６ ７

８ ９
議案質疑

10
民生産業

11
総務文教

12
予備日

13
一般質問

14

15 16
一般質問

17　　
閉会日

18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

６６ JuneJune 20252025
10 時開会 ( 一般質問  13 時から )

（議会日程については変更となる場合があります）
Don't miss the next episode!

宮
若
市
外
２
町
じ
ん
芥
処
理

施
設
組
合
に
お
け
る
ご
み
処

理
施
設
整
備
の
経
過
に
つ
い
て

現
在
、
次
期
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

に
お
い
て
基
本
構
想
を
兼
ね
る
部
分
も

含
め
て
必
要
な
計
画
の
策
定
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

①
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
区
域

内
の
一
般
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
や
適

正
な
処
理
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
策
定

し
た
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に

必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
素
案
を
作
成
後
、
令

和
６
年
12
月
23
日
か
ら
令
和
７
年
１
月

21
日
ま
で
の
間
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
３
件
の
意
見
が
出
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
対
応
を
検
討
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

②
国
の
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金

を
活
用
す
る
た
め
に
必
要
な
計
画
で
あ

る
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
」

の
策
定
。
こ
の
計
画
に
は
、
地
域
の
循

環
型
社
会
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的

な
事
項
、
対
象
地
域
、
計
画
期
間
、
基

本
的
な
方
向
、
処
理
体
制
、
整
備
を
予

定
す
る
処
理
施
設
の
規
模
等
に
つ
い
て

具
体
的
に
記
述
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
状
と
し
ま
し
て
は
、
県
と
の

協
議
を
実
施
し
、
そ
の
修
正
を
反
映
さ

せ
た
も
の
を
国
に
打
診
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

③
浸
出
水
処
理
施
設
及
び
埋
立
処
分
場

の
今
後
の
方
向
性
を
定
め
る
「
浸
出
水

処
理
施
設
整
備
計
画
」
の
策
定
。
資
料

及
び
現
地
の
詳
細
な
調
査
、
事
業
者
ヒ

ア
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
た
結
果
、
浸
出

水
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
修
繕
品
、

特
に
施
設
整
備
時
か
ら
交
換
し
て
い

な
い
回
転
円
板
の
部
品
の
確
保
が
困
難

で
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
部
品
製
作
が
可
能
な
メ
ー
カ
ー
が

あ
り
、
ま
た
埋
立
処
分
場
に
つ
い
て
は
、

閉
鎖
時
の
覆
土
も
含
め
た
使
用
可
能
期

間
が
15
年
程
度
は
確
保
で
き
る
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
し
、
搬
入
物
の
減
容
化
を
図
る
こ

と
で
可
燃
ご
み
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
の
更
新
後
を
目
途
に
方
向
性

を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
浸
出
水
処
理
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
数
年
間
時
期
を
ず
ら
し
、
費
用

の
平
準
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
施
設
整
備
の
方
針
に
つ
い

て
、
本
城
地
区
を
最
終
候
補
地
と
し
て

「
現
施
設
の
設
備
の
総
入
れ
替
え
を
行

い
、
環
境
の
負
荷
を
軽
減
す
る
処
理
方

式
の
施
設
へ
改
修
を
行
う
案
に
つ
い

て
、
優
先
的
に
検
討
し
て
い
く
」
と
共

に
、
現
施
設
を
利
活
用
し
た
実
現
可
能

な
他
の
手
法
に
つ
い
て
も
平
行
し
て
検

討
し
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

に
つ
い
て
は
、
現
泉
水
最
終
処
分
場
の

前
処
理
施
設
を
稼
働
し
な
が
ら
敷
地
内

に
建
替
え
が
可
能
で
あ
る
か
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
廃
棄
物
処
理
施
設

整
備
事
業
を
含
む
社
会
資
本
整
備
に
つ

い
て
は
、
手
続
き
に
お
け
る
透
明
性
及

び
客
観
性
の
確
保
、
効
率
性
の
一
層
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
、

具
体
的
手
法
と
し
て
費
用
対
効
果
分
析

が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果

が
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
事
業

の
採
択
要
件
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
完
了
後
速
や
か
に
報
告
を
す
る

と
共
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
公
表

し
、
令
和
７
年
度
策
定
予
定
の
民
間
活

力
導
入
可
能
性
調
査
を
含
め
た
「
ご
み

処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
」
に
反
映
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

固定資産評価審査委員の任命
【
固
定
資
産
評
価

　
　
　
　
審
査
委
員
と
は
】

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載

さ
れ
た
評
価
額
に
対
す
る
納

税
者
か
ら
の
不
服
等
を
審

査
・
決
定
す
る
た
め
、
地
方

自
治
法
及
び
地
方
税
法
に
基

づ
き
設
置
さ
れ
た
第
三
者
機

関
で
す
。

坂田正明坂田正明
任　令和　７年６月10 日から
期　令和 10 年６月 ９日までの 3 年間

さかた　　　まさあき

M
asaaki S akata 氏氏

同意

行
政
報
告

原案
可決

平
日
は
２
台
で
運
行
し
、
ど
な
た
で
も
利
用
可
能
。

さ
ら
に
乗
降
地
点
を
６
箇
所
追
加
し
、
学
割
や
電

子
回
数
券
（
ｅ
チ
ケ
ッ
ト
）
も
導
入
し
ま
し
た
。

のるーと鞍手本格運行開始
　令和７年 3 月24 日から


